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学部や職種の垣根を越えたIPE（多職種連携教育）をより一層発展させるため、ささやま医療センターにおいて2023年9月4日～29日の
期間で1週間ごとの3クールにわけ、多職種連携総合臨床実習を実施いたしました。参加学生は医学部5年生、薬学部5年生、看護学部およ
びリハビリテーション学部の4年生で、各クール11～13名が参加しました。それぞれA・Bのグループに分かれ、担当する患者さんの評価や
退院治療計画の作成、ミニカンファレンスへの参加、退院指導への参画などを行いました。最終日には1週間の振り返りをまとめてプレゼン
テーションを実施し、それぞれ修了証が授与されました。
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向井馨一郎
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①現場の医療をいかに育てるか
持続可能な支援活動のサイクルをつくる
特定非営利活動法人『Future Code』代表理事／
呼吸器外科医 大類 隼人さん
②その人らしさをフラットに受け入れ、
お互いが「いいね！」と言い合えるチームに
兵庫医科大学病院 看護師長 山岡 綾子さん
③産痛緩和ケアを知り、お産を良い体験に
教育プログラムから未来を変える
兵庫医科大学 看護学部 看護学科 教授
田村 康子さん
④医療だけでなく、できることは何でも！
本当に必要な支援を現場に届ける
兵庫医科大学病院 臨床検査技師 湊 宏美さん

25 メディア実績（7～9月）
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チーム医療（論）演習の教育目標

(1) チーム医療の全般的概念を理解する。
(2) 医療チームを構成する各医療職の役割を理解する。
(3) チーム医療における多職種の連携を理解する。
(4) 患者に対する全人的医療の重要性を理解する。
(5) 医療全体を理解し、チーム医療の重要性を体得する。
(6) 症例に対する論理的な思考を身につける。

医科大

2023年8月24日から9月1日の7日間、医学部3年生122名、薬学部
4年生93名、看護学部4年生102名、リハビリテーション学部4年生84
名と関西学院大学の学生5名をあわせた406名が西宮キャンパスに集
まり、チーム医療（論）演習を行いました。これまで学んできたチーム
医療の総括的な位置づけの授業で、具体的な症例検討を通じてそれ
ぞれの医療専門職者がその役割を理解し、他の医療専門職者とのコ
ミュニケーション能力を身につけることを目的としています。

8月25日から3日間は、最初にIRAT、TRATといった確認試験を受験した後、学部混成の6～7名で編成されたチームに分かれ、具体的に
設定された症例についてそれぞれの立場から意見を述べ合い、どのような治療方針を選択するのがよいのかについて議論しました。そこか
らまとめ上げたものをもとに、プレゼンテーション資料を作り上げる作業をグループ全員で協力して行いました。

8月31日に担当教員より解説講義を受けた
後、兵庫医科大学病院に勤める医師・薬剤
師・看護師・理学療法士・作業療法士・公認
心理師による模擬カンファレンスが行われ、
学生たちは目指している医療人像を重ねなが
ら、チーム医療のプロフェッショナルによるコ
ミュニケーションに耳を傾けていました。
最終日である9月1日には修了試験、そして
池内浩基臨床教育統括センター長による総
括が行われました。

初日となる8月24日は、鈴木敬一郎学長の挨拶の後、特別講義として学校法人兵庫医科大学 野口光一副理事長から「痛みの話」、日本赤
十字広島看護大学 田村由美学長から「チーム医療の実践：多職種連携」をテーマにお話しいただきました。

チーム医療（論）演習を実施チーム医療（論）演習を実施

5日目となる8月30日には、教育研究棟の202講義室、301講義室、ラーニングスクエア、505セミナー室を利用し、グループごとに発表を
行いました。

チーム医療（論）演習 プログラム

1日目
8月24日

2日目
8月25日

3日目
8月28日

4日目
8月29日

5日目
8月30日

6日目
8月31日

7日目
9月1日

ガイダンス
特別講義
アンケート
アイスブレイク
ワーク

IRAT
TRAT
ガイダンス
討議

ガイダンス
討議

ガイダンス
討議
スライド提出

発表会 解説講義
模擬
カンファレンス
アンケート

修了試験
総括

兵医広報 vol.263 12 兵医広報 vol.26311



ニュース & トピックスニュース & トピックス

医科大

医科大

西宮
キャンパス

西宮
キャンパス

学校法人

株式会社エイチ・アイから医療機器等が寄贈されました株式会社エイチ・アイから医療機器等が寄贈されました

株式会社エイチ・アイより本法人に対し、医療機器や関連する物品が寄贈されました。2023年8月9日にささやま医療センター、8月18日に兵庫
医科大学病院、9月5日に兵庫医科大学、9月20日に梅田健康医学クリニックでそれぞれ寄贈式があり、各責任者へ目録が贈呈されました。

　2023年8月24日、日本赤十字広島看護大学学長の田村由美先生を
お招きし、全学教員FD「多職種連携教育におけるコンピテンシー」を西
宮キャンパスで実施しました。参加した本学教職員は、チーム医療を推
進するための能力（IPコンピテンシー）、ならびにCompetency-based 
IPEプログラムの開発・実践・評価について理解を深め、さらなる多職種
連携教育を推進していくための学びを得ることができました。

全学教員FDを実施全学教員FDを実施

「第119回日本精神神経学会学術総会 
精神神経学雑誌投稿奨励賞」を2名が受賞
「第119回日本精神神経学会学術総会 
精神神経学雑誌投稿奨励賞」を2名が受賞

　2023年6月22日から6月24日にかけて神奈川県横浜市で開催さ
れた「第119回精神神経学会学術総会」で、医学部精神科神経科学 
山田恒講師が「精神神経学雑誌投稿奨励賞」を受賞しました。受賞
演題は「下痢を伴う低体重の摂食障害患者における免疫学的グルテ
ン感受性に関する予備的研究」で、摂食障害患者におけるグルテン感
受性を調査しました。この結果、下痢の症状がある摂食障害患者のグ
ルテン感受性は非常に高く、下痢と免疫学的グルテン感受性の関連
が示唆されました。

　また同じく医学部精神科神経科学 本山美久仁博士研究員も「精
神神経学雑誌投稿奨励賞」を受賞しました。受賞演題は「うつ病患者
における免疫学的グルテン感受性と精神・身体症状の関連性」で、う
つ病患者とグルテン感受性の関係について調査をし、免疫学的グル
テン感受性はうつ病の発症に関連している可能性が示唆されました。

「第6回日本免疫不全・
自己炎症学会総会・
学術集会」で優秀賞を受賞

「第6回日本免疫不全・
自己炎症学会総会・
学術集会」で優秀賞を受賞

　2023年2月11～12日、御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンターで
開催された「第6回日本免疫不全・自己炎症学会総会・学術集会」で皮
膚科学の金澤伸雄主任教授が優秀賞を受賞しました。Ｉ型インターフ
ェロン関連自己炎症性疾患を有する日本人患者を対象としてJAK阻害
薬バリシチニブを52週投与したときの有効性及び安全性を評価したと
ころ、治療選択となる可能性が示唆された研究が評価されたものです。

科学研究費助成事業
（科研費） の申請支援
セミナーを実施

科学研究費助成事業
（科研費） の申請支援
セミナーを実施

　2023年6月20日、久留米大学分子生命科学
研究所 児島将康教授をお迎えし、科研費支援
セミナーを実施しました。第1部のワークショップ
では実際に申請書を作成するなど実践的な学
びを行いました。また、第2部の講演会では「審査員目線から見た申請
書の欠点とその改良方法について」をテーマに講演会を行いました。

学校法人

<寄贈物品一覧>

採血・静注シミュレータ　4台
電動搾乳機　1台

母乳温乳器　1台

バリアフリースケール　2台

車いす　10台

タブレット端末　6台

ロールボード　1枚

ポータブルトイレ　2台

スマートフォン　6台

液晶テレビ　1台

兵庫医科大学

兵庫医科大学病院

ささやま医療センター

梅田健康医学クリニック
兵庫医科大学　寄贈式 兵庫医科大学病院　寄贈式

ささやま医療センター　寄贈式 梅田健康医学クリニック　寄贈式

　2023年9月24日、阪神甲子園球場にて阪神電鉄主催による「医療と
健康」を楽しく学べるファミリーイベント「なるほど！医学体験 
HANSHIN健康メッセ」に特別協力というかたちで本学も出展しました。
耳鼻咽喉科・頭頸部外科による「ファイバースコープ体験」と整形外科
による「ひざの外科手術を体験してみよう」の2つの体験コーナーを設
け、親子連れを含む200名近くが体験しました。

　2023年9月16日、兵庫医科大学神戸キャンパスのオクタホールにて
「2023年度 兵庫医科大学秋季学位授与式」を挙行し、薬学部医療薬
学科の卒業生25名、大学院看護学研究科の修了生1名が参加しまし
た。当日は、鈴木学長による式辞の後、卒業生・修了生一人ひとりに対し
て学位記が手渡されました。

「なるほど！医学体験 HANSHIN健康メッセ」に出展「なるほど！医学体験 HANSHIN健康メッセ」に出展

2023年度
秋季学位授与式を挙行
2023年度
秋季学位授与式を挙行

神戸
キャンパス
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医科大

医科大

西宮
キャンパス

　2023年8月30日、神戸キャンパスで地域交流プロジェクト「バスボ
ムを作って化学反応を見てみよう」が開催されました。台風の影響で
延期しての開催となりましたが、参加者からは「バスボムを作るのは
初めてで、真剣なまなざしで取り組んでいるのを見て、参加してよか
ったと思いました。薬学部の先生より直々に作り方を教わって、これ
からの学びに繋がればと感じました。」と喜んでもらえました。

神戸
キャンパス

地域交流プロジェクト「バスボムを作って
化学反応を見てみよう」を開催
地域交流プロジェクト「バスボムを作って
化学反応を見てみよう」を開催

　2023年8月26日、地域の小学生を対象に神戸キャンパスにおいてポ
ーアイ4大学連携事業「ポーアイみんなのサイエンスカフェ」を開催しま
した。参加した小学生たちは白衣を身にまとい、学生スタッフと一緒に
水と片栗粉を用いてダイラタント流体を作りました。この流体の不思議
な性質を利用して水の上を走り抜けるたびに大きな歓声が上がるなど、
子どもたちが科学を身近に感じ興味を掻き立てる時間となりました。

神戸
キャンパス

ポーアイ4大学連携事業
「ポーアイみんなのサイエンスカフェ」を開催
ポーアイ4大学連携事業
「ポーアイみんなのサイエンスカフェ」を開催

医学部にて来校型オープンキャンパスを開催医学部にて来校型オープンキャンパスを開催

　兵庫医科大学 西宮キャンパスにて、医学部対象の来校型オープンキャンパスを8月7日・8日に開催しました。イベントでは模擬授業や大学・入試
概要説明、医学部体験、在学生交流コーナーなどを実施し、2日間で約700名の方々に参加いただきました。
　参加した高校生からは「模擬授業が興味深くこちらで学びたいと感じた。」「兵庫医科大学の強みや入試の説明を聞いたり、大学内の見学もでき
て良かった。」などの感想が寄せられました。

神戸キャンパスにて来校型オープンキャンパスを開催神戸キャンパスにて来校型オープンキャンパスを開催

　兵庫医科大学神戸キャンパスにて、薬学部・看護学部・リハビリテーション学部対象の来校型オープンキャンパスを8月5日・6日・20日に開催
しました。イベントでは学部ガイダンス、入試ガイダンス、学部体験企画、キャンパスツアーなどを実施し、3日間で約1,900名の方々に参加いた
だきました。
　参加した高校生からは「在学生の皆さんが優しくてとても良かった。」「施設がとても充実していた。」「兵庫医科大学の特徴やカリキュラムを知れ
たので良かった。」などの感想が寄せられました。

　京都大学 大学院医学研究科 知的財産経営学分野／創薬医学講
座 特定教授の早乙女周子先生をお招きし、令和5(2023)年度利益相
反（Conflict of Interest: COI）に関するセミナーをWeb配信形式で
開催しました。産学連携活動における研究不正・違反の発生を未然に
防ぐために、研究者が利益相反マネジメントについての理解・認識を
深めることの重要性に関して、分かりやすく説明いただきました。

利益相反（Conflict of Interest: COI）セミナーを実施利益相反（Conflict of Interest: COI）セミナーを実施

　国立がん研究センター研究支援センター生命倫理部COI管理
室・室長の中田はる佳先生をお招きし、「人を対象とする生命科学・
医学系研究に関する倫理指針」にかかる講演をいただきました。
　本講演は指針や倫理審査の基本ルール、近年の指針の改正点な
ど、研究者や研究に携わる職員の適正な理解と臨床研究の推進を
目的として、2023年度の研究者倫理講習会として開催しました。

「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する
倫理指針」にかかる講演を実施
「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する
倫理指針」にかかる講演を実施

神戸
キャンパス
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